
 
 

 

2023 年度 事業報告書 
 

Ⅰ 概要 

当研究所は，地質学や地球物理学等を基盤とする総合地球科学の研究、及び環境、防災、建設等社会発

展に係る科学・技術の研究、ならびにそれらの融合的な研究を進めることにより、複合的な地球システム

への理解を増進し、その研究等の活動を継承する専門家の教育・人材育成及び研究助成活動を行うととも

に広範な国際交流を通して、これらの先進的成果を社会に広く普及せしめ、もって社会の持続的な発展に

寄与することを目的として，〔研究事業〕，〔普及事業〕，〔育成事業〕，〔助成・顕彰事業〕の４つの事業を行

ってきた．以下に，事業の概要を示す． 

 

〔研究事業〕は，複合的地球システム及びその社会とのかかわりに関する研究及び技術開発を実施し，国

際交流とあわせてその成果を公表し，学術及び科学の振興に寄与することを目的とする事業である．研究

員自らが課題を設定して実施する「自主研究」と競争的資金（科研費を含む）や委託等による「受託研究」

の大きく分けて２つの研究課題からなる． 

１． 研究・技術開発 

＜自主研究＞ 

【地質・地質構造に関する研究】 

１） 花崗岩の冷却節理と風化様式に関する研究（千木良） 

２） コンクリーションの形成メカニズムに関する研究（村宮） 

３） 白亜紀アンモナイト類の分類学的研究（村宮） 

４） 中生代アンモナイト類の進化・古生態学的研究（相場） 

５） GIS を用いた地質情報の可視化に関する研究（金子） 

６） 大谷石採堀場周辺の塩類風化微地形の研究（横山俊，藤田） 

７） 高レベル放射性廃棄物（HLW）地層処分に関する地質的研究（千木良） 

８） 関東平野東部の堆積段丘の形成過程に関する研究（岡崎） 

９） 都心付近の 3D 地盤モデルと地形・地質形成史の高度化に関する研究（木村） 
【斜面災害に関する研究】 

１０） 四国山地（付加体）の斜面変動の研究（横山俊） 

１１） 山体重力変形に関する研究（千木良） 

１２） 活動的島弧における自然災害に関する研究（木村） 

１３） 理学的知見に基づく土砂災害の危険度評価に関する研究（松澤） 

１４） 深層崩壊の発生場と時の予測手法の構築（松澤） 

１５） 地すべり地形分布図への危険度情報付加のための研究（八木） 

１６） ネパール・ヒマラヤ中間山地帯の地すべり地形分布図の作成（八木） 
【物理探査と岩盤工学に関する研究】 

１７） 岩盤構造物の性能評価に関する研究（亀村） 

１８） 不連続性岩盤内における流体・物質移動現象の定量的評価技術に関する研究（下茂） 

１９） 超高精度微量ガス測定技術の地質工学および産業分野での活用に関する研究（下茂） 



 

２０） コア変形法の高度化と岩石物性に関する研究（船戸） 

２１） 岩盤応力測定法の高度化および地殻応力の評価に関する研究（横山幸） 

２２） 機械学習と統計を用いた探査データの解釈についての基礎的研究（磯，松岡，亀村） 

２３） 物理探査手法の数値モデリングに関する基礎的研究（磯） 

２４） 岩盤挙動予測へのデータ同化手法の適用に関する研究（奥野） 
【石油・ガス資源開発に関する研究】 

２５） 二酸化炭素の地中貯留や石油増進回収技術における基礎的検討（松岡） 
 

＜受託研究＞ 

2023 年度は，競争的研究資金 6 件，公募研究 1 件，受託研究 9 件，合計 16 件について実施した． 

 

２．研究報告書の刊行 

2022 年度の研究成果を公益財団法人深田地質研究所年報(No.24)として取りまとめ 12 月に発刊した． 

 

３．研究委員会 

下記の研究委員会を組織し活動した． 

・深田研地殻応力経年変化研究委員会（委員長: 坂口清敏） 

・高精度微量ガス測定技術を用いた各種探査に関する研究委員会（委員長: 徳永朋祥） 

 

〔普及事業〕は，複合的地球システムにかかわる内外の研究・技術開発の現況や成果を広く紹介し，その

内容等の一般への普及・啓発を目的とする事業である．2023 年度から，深田研談話会と深田研一般公開の

対面開催を再開した． 

１．「深田研談話会」の開催 

   第 198 回（7 月 24 日），第 199 回（11 月 10 日），第 200 回（1 月 26 日）の深田研談話会を開催し

た． 

２．「深田研一般公開 2023」の開催 

   10 月 22 日に開催した． 

３．深田研ニュースの発行 

   182 号～188 号を発行した． 

４．アウトリーチ活動 

複合的地球システムに係る研究･技術開発などの成果を広く普及するために次の活動を行った． 

１）作って楽しむアンモナイトアクセサリー－化石レプリカの簡易作成方法と地学普及活動－ 

２）ジオ鉄をテーマとした地球科学の普及 

３）実物化石貸出による理科授業支援 

 ５．深田研公式ホームページ 

   当公式ホームページ（https://fukadaken.or.jp/）NEWS 欄に，最新情報を掲載した． 

６．図書室関連 

   図書室内の整備をおこなった． 

7．その他の普及事業 



 

いくつかの講演会などで学術講演を行った． 

 

〔育成事業〕は，複合的地球システムにかかわる研究・技術開発に関する内外学術的成果の研修・実習な

らびに国際交流等を通して専門家を育成・教育を目的とする事業である，これまで開催していた「深田研

ジオフォーラム」を改めて，新たに「深田研講座」を 7 月 7 日にオンラインで開催した．また，その他の

育成事業を行った． 

 

〔助成・顕彰事業〕のうち助成事業は，複合的地球システムにかかわる研究･技術開発等を行う主として大

学及び研究機関の若い研究者に対する資金等の援助を目的として募集をおこない，2023 年度「深田研究助

成」と「深田野外調査助成」の採択を行った．また，顕彰事業として第 2 回深田賞が選定され，11 月に受

賞者による講演が行われた． 

 

Ⅱ 各事業活動 

 

１．研究事業 

（１）研究・技術開発 
分

類 研究題名 研究成果の概要 成果の発表等 

地

質

・

地

質

構

造

に

関

す

る

研

究 

1）花崗岩の冷却

節理と風化様式

に関する研究 

1)  広島県呉市の天狗岩を対象に調査し，花崗岩の冷却に

伴って応力状態が変化したこと，深部には塊状部分が

あり，浅部に共役節理が形成されたことを明らかにし，

Island Arc に掲載された． 
2)  宮崎県大崩山にて，節理の 3 次元調査を行い，岩体の

深部に節理の極めて少ない部分があり，高標高部のル

ーフ直下に柱状節理が発達することを明らかにし，

Island Arc に投稿した． 
3)  鹿児島県屋久島の花崗岩体を対象に節理の 3 次元調査

を行い，大崩山同様に，高標高部に柱状節理が発達し，

低標高部に節理の少ない塊状部分が発達することをあ

きらかにした． 
4)  オーストラリアのブラックマウンテンの巨大な岩海の

3 次元調査を行い，それがおそらく柱状節理に起因する

ものである，との見通しを得た．投稿準備中 
5)  オーストラリアのウェーブロックの調査を行い，それ

が塊状の花崗岩体であり，河川侵食の影響を受けたも

のであることを明らかにし，深田研年報に掲載した． 
6)  長崎県対馬市内山花崗岩体の調査を行い，ルーフ直下

に柱状節理帯が形成されていることを明らかにし，深

田研年報に掲載した． 

論文 
1-1) Island Arc 
1-2) 深田研年報 
1-3) 深田研年報 
 
講演発表： 
1-4) 日本地球惑星科

学連合大 
1-5) 日本応用地質学

会研究発表会 
 

2）コンクリーシ

ョンの形成メカ

ニズムに関する

研究 

1) コンクリーションの形成環境 
北海道から産出するアンモナイトコンクリーションに

ついて、主に元素マッピング分析と炭素・酸素同位体比

分析から、その化学的な形成環境を検討し、その結果を

日本地質学会学術大会および Journal of Sedimentary 
Research で発表した。なお、論文掲載誌の表紙には、本

研究に関連する図が採用された。 
2) コンクリーションの形態と化石の関係 

論文／本： 
2-1) Journal of 
Sedimentary Research 
2-2) 瑞浪市化石博物

館研究報告 
2-3) Scientific Reports  
2-4) 深田研年報 
 



 

アメリカ・イリノイ州メゾンクリークのコンクリーシ

ョン群について、名古屋大学博物館および神奈川県立

生命の星・地球博物館で標本調査を行い、コンクリーシ

ョンの質量と内包される化石のサイズを測定した。今

後、コンクリーションに含まれる炭素量を測定し、これ

までに得られたデータと併せて、コンクリーション中

の炭素量と内包される化石のサイズとの関係に関する

論文を執筆する。 
3) パレオパラドキシア科瑞浪釜戸標本と共産したコンク

リーションの成因 
2022 年 6 月に岐阜県瑞浪市において発見されたパレオ

パラドキシア科の全身骨格に付随して、球状炭酸塩コ

ンクリーションが産出した。本コンクリーションの成

因は、全身骨格の化石化過程を考える上で鍵になる可

能性があり、産状および炭素・酸素同位体比の観点から

その成因を検討した。その成果は、瑞浪市化石博物館研

究報告の特別号で発表した。 

学会発表： 
2-5) 日本地質学会 
 

3）白亜紀アンモ

ナイト類の古生

物学的研究 

1) 北海道に分布する蝦夷層群産アンモナイト 
昨年度までに採集した資料の剖出作業を行った。その

結果、詳しく分類学的検討を行う価値のある標本を数

点得ることができた。次年度以降も作業を継続し、それ

と並行して分類学的検討を進める。 
2) 福島県双葉地域に分布する双葉層群産アンモナイト 

いわき市アンモナイトセンターの周辺で採取されたコ

ニアシアン階のアンモナイト化石について、その分類

と産出層準を詳しく検討した。その結果、前年度までの

内容に対して、新たな種の追加および同定の訂正を行

った。また、これまでの検討結果を論文として発表する

ため、原稿の執筆と図版の作成を行った。 

論文／本： 
なし 

4）中生代アンモ

ナイト類の進

化・古生態学的

研究 

1) 中生代アンモナイトの進化・古生態学的研究 
 岩手県の久慈層群（後期白亜系）からノストセラス科

アンモナイト類Eubostrychoceras valdelaxum を初確認 
 北海道の蝦夷層群（後期白亜系）より新属新種ノスト

セラス科アンモナイト類を発見 
 CT 解析から、アンモナイトの食性の証拠を発見 
 建築石材中に含まれるアンモナイト化石の古生物学的

意義を評価 
2) 公益事業活動 
 博物ふぇすてぃばる、博物クリスマスでの講演（3
件） 
 巡回展「ポケモン化石博物館」の展示監修・記念講

演・ワークショップ（監修 3 件、講演 2 件、ワークシ

ョップ 1 件） 
 三笠市立博物館特別展協力（1 件） 
 国際学会巡検での案内・解説（1 件） 
 朝日カルチャーセンターでの講座（4 件） 
 横浜国立大学非常勤講師（1 件） 
 日本農芸化学会セミナー講師（1 件） 
 講談社ウェブコラム執筆（5 件） 
 新聞・雑誌・テレビ・ウェブメディアのインタビュー

対応・協力等（12 件） 
3) 著作本，論文等の執筆 
 新属新種アンモナイト記載論文を国際誌 Paleontological 

論文，プロシーディン

グス，要旨： 
4-2) 深田研年報 (出
版済) 

4-4)PR (受理済) 
4-5 三笠市博紀要 (3
月出版予定) 

4-6)三笠市博紀要(3 月

出版予定) 
4-7)福島県博紀要(3 月

出版予定) 
4-8)PR (査読中) 
 
講演発表： 
4-1) APC2 (発表済) 
 
著作本： 
4-3)アンモナイト学入

門：殻の形から読み

解く進化と生態(出
版済) 



 

Research に投稿（査読中） 
 岩手県産初産出アンモナイト報告論文を国際誌

Paleontological Research に投稿（受理済み） 
 「街中古生物学」を深田研年報に投稿（掲載済み）。 
 計 3 編の報告・記事を三笠市博紀要・福島県博紀要に

投稿（3 月掲載予定） 
「アンモナイト学入門」（単行本）の出版 

5）GIS を用いた

地質情報の可視

化に関する研究 
 

1)  東北太平洋沖や南鳥島海域の研究航海（KS-18-9，YK19-
05S)で取得された水中火山岩試料の非破壊内部構造観

察や地形地質情報の取得法の検討を行い，成果のとり

まとめに協力した．また，赤色砂岩の内部構造観察を行

った． 
2)  山岳地域（奈良県紀伊山地）の四万十帯付加体地質と地

形特性の解明を目的とした現地調査に同行した。UAV
空撮結果を用いた地形解析および効率的な調査方法を

検討し成果を報告した．花崗岩地域（オーストラリア）

の現地調査に同行した。 
3)  活褶曲山地における地すべり地形発達史の解明のた

め，2018 年北海道胆振東部地震の震源付近で発生した

岩盤地すべりの現地調査（昨年度 7 月（鵡川町）と 10
月（平取町）にて実施）の成果発表に協力した． 

論文： 
5-1) 6) 7) 深田研年

報 
 
学会発表： 
5-2) ECORD and J-

DESC 
5-3) 高知大学 
5-4) 日本地質学会 
5-5) 日本応用地質学

会 
5-8) 日本地すべり学

会 

6）大谷石採堀場

周辺の塩類風化

微地形の研究 

1)  大谷石（グリーンタフに属する軽石凝灰岩）のXRD 分

析と岩石薄片の偏光顕微鏡観察によって，季節的塩類

風化発生以前の大谷石の鉱物学的特徴を明らかにし

た． 
2)  グリーンタフを特徴付ける緑色のパミスは，斜プチロ

ル沸石とスメクタイトからなり，緑泥石が含まれない

ことから，緑色はスメクタイトに属するサポーナイト

の色であると結論した． 

なし 

7）高レベル放射

性廃棄物（HLW）

地層処分に関す

る地質的研究 

1)  我が国の処分場立地選定の在り方に関する考え方を

著書にとりまとめた（書評 3 件） 
2)  我が国の処分場立地選定の在り方について，日本地質

学会において招待講演した． 
3)  我が国の処分場立地選定の在り方について，高レベル

放射性廃棄物処分研究連絡会において招待講演した． 

著書 
7-1) 近未来社 
 
講演発表： 
7-2) 日本地質学会 
7-3) JpGU 

8）関東平野東部

の堆積段丘の形

成過程に関する

研究 

1)  関東平野東部の茨城県行方・鹿島台地と千葉県飯岡台

地の段丘構成層の堆積相の相違について明らかにし

た．（JpGU2023 などで発表） 
2)  行方・鹿島台地と飯岡台地の段丘構成層の花粉化石群

集の比較を行い，それらが堆積相と相関することを明

らかにした．（深田研年報に執筆）  
3)  下総台地北東部などで新たに OSL 年代測定用試料およ

び示標火山灰の採取を行った 

論文： 
8-1) 深田研年報 
8-2）深田研年報 
講演発表： 
8-3) 日本堆積学会 
8-4) JpGU2023 
8-5) 同上 
8-6) INQUA 2023 
8-7) 同上 
8-8) 日本第四紀学会 
 



 

9）都心付近の 3D
地盤モデルと地

形・地質形成史の

高度化に関する

研究 

3次元グリッドモデル構築プログラムの適用性に関わる研

究では，隅田川下流の東京低地を対象として，千葉大学と

の共同研究でボーリングデータに基づく3D地盤モデルを

微動アレイ探査データで検証し，地震動特性を検討した  
本研究テーマに関連して，関東大震災 100 周年委員会に所

属しており，関東大地震の地質学的背景に関わる研究のレ

ビュー論文をとりまとめて公表した．地盤工学会のATC10
の委員として活動を進めている． 

学会発表： 
9-1)防災科研土砂災

害研究集会（招待） 
 
論文 
9-2) 18th WCEE 
9-3) 地盤工学会 
9-4) 深田研年報 

斜

面

災

害

に

関

す

る

研

究 

10）四国山地（付

加体）の斜面変動

の研究 

1) 深田地質研究所ニュース「四国山地は尾根から裂ける」 
・ 四国島の線状凹地の成因について，地形条件と地形か

ら推察される誘因から論じた． 
・ 四国島の線状凹地の分布と地すべり地形の分布の密接

な関係から，線状凹地が地すべり発生の前兆現象にな

った可能性が高いことを論じた． 
・ 尾根の線状凹地が谷向き小崖，付加体地すべりの滑落

崖に発展していった事例を紹介した． 
・ 谷向き小崖が付加体地すべりに成長していく条件とし

て，地すべり移動体の形成を可能にする地質条件につ

いて論じた． 
・ 学会発表：山向き小崖の成長とともに，山向き小崖より

上方の山腹斜面が反対側の山腹斜面に向かって傾くこ

とで，尾根の頂部は沈下し，次第に平坦になっていった

ことを述べた． 

10-1)～10-4) 
深田地質研究所ニュ

ース 
10-5）応用地質学会 
10-6) 深田研年報 

11）山体重力変形

に関する研究 
1)  南アルプスの大規模崩壊地として著名な七面山崩れ

および大谷崩れの地質構造調査を行い，これらの地域

には複数の破砕帯が集中しており，崩壊の発生の素因

となっていることを明らかにした．七面山崩れは曲げ

トップリングと山頂の陥没に先行されていたこと，大

谷崩れは曲げトップリングと座屈に先行されていた

ことを明らかにした． 
2)  スイスアルプスにおいて行った重力変形斜面のトレ

ンチ調査結果を分析し，論文投稿準備を行った 
3)  2023 年は関東地震 100 周年にあたることから，その

関係の講演を行った． 

論文 
11-1) 地盤工学会災

害調査論文報告集 
 
学会発表 
11-2) Interpraevent 
2023 International 
Symposium. 
11-3) JpGU 
11－4）防災科学技

術研究所主催シンポ

ジウム 
12）活動的島弧
における地質と
自然災害に関す
る研究 

1）斜面崩壊の発生機構と付加体の地質構造制約に関する

研究 
 紀伊山地の四万十帯付加体地質と地形特性の解明を目

的に，北山川流域の現地調査を金子氏と共同して 3 回

行い，断裂系の特性を観察し方位を測定し，研究内容を

とりまとめた．結果，昨年度記述した NW-SE, NE-SW
の直交節理系の一部は南北圧縮を示す横ずれ断層系に

転換し，組織地形をなしていること，中でもNW-SE 方

向の断裂系は連続性に富み石英などの鉱物脈で充填さ

れる傾向があること，直交節理系を起源とする断層系

は紀州鉱山の鉱脈鉱床の主要断裂系にあたること，こ

れら一連の断裂系の形成は外帯の中新世中期の火成作

用の期間に生じたことが判明した． 
2)  洪水災害の地形的要因の解析と河川の侵食・運搬・堆積

作用の解明 
 山岳地河川の侵食・運搬作用による濁度指標について

衛星画像の手法を開発するとともに，第四紀河成段丘-

学会発表： 
12-1) 地球惑星連合

大会 
12-2) 地質学会 
12-3) 応用地質学会 
12-4) 応用地質学会 
 
論文： 
12-5) 深田研年報 
12-6) 深田研年報 
 
 
 



 

台地の地形的特性を解読し，その成り立ちと洪水災害

の特徴について，東京都文京区付近を例にして検討し

た． 
13）理学的知見に

基づく土砂災害

の危険度評価に

関する研究 

1) 本研究では、以下の地域を対象に崩壊メカニズムの検

討を行い、その結果を反映した理学的知見に基づく崩

壊危険度マップおよび土砂災害ハザードマップを作成

した。 
①和歌山県那智川：花崗岩類、新第三紀堆積岩 
②長野県辰野町：付加体、火山岩類 
③長野県諏訪市：火山岩類 
那智川の事例は地すべり学会誌に、諏訪市の事例は自

然災害科学誌に掲載された。辰野町では、住民と連携し

た土砂災害ハザードマップを作成しており、住民の方

を対象とした防災勉強会の内容が深田地質研究所年報

に掲載された。 
辰野町では、研究テーマに関連した受託研究を受注し

た。2022 年 12 月より辰野町では、崩壊危険斜面で斜面

動態観測を開始しており、辰野町、地域住民と連携し防

災活動に取り組んでいる。辰野町での住民参加型の取

組は、地元新聞に掲載され、土砂災害の危険性の周知に

貢献している。 

論文： 
13-1) 日本地すべり

学会誌 
13-2) 自然災害科学 
13-3) 深田地質研究

所年報 
 
メディア報道： 
13-4)地元新聞 

14）深層崩壊の発

生場と時の予測

手法の構築 

1) 本研究では、深層崩壊の発生の場を概略地質と詳細地形

によって予測し、さらに、その発生の危険性を長期・短

期の時間軸で評価して発生時を予測する手法を構築す

ることを目的としている。 
本年度は、長野県辰野町にて地質踏査を行い、深層崩壊

危険斜面が幅 200m 長さ 2km の断層帯に分布すること

を明らかにした。この成果は、日本応用地質学会の研究

発表会で報告した。 
深層崩壊危険斜面のうち、6 斜面では、干渉 SAR 解析

を行い、日本地球惑星科学連合大会で報告した。 
特に危険性が高いと判断した 2 箇所の深層崩壊危険斜

面では、2022 年 12 月から傾斜計による観測を開始し、

World landslide forum で報告した。 

学会発表： 
14-1) 応用地質学会 
14-2) 日本地球惑星科

学連合大会 
14-3) World landslide 
forum 

15）地すべり地形

分布図への危険

度情報付加のた

め研究 

1）地すべり地形分布図への危険度情報付加のため研究 
 ・活動的地すべりの位置付け作業と地すべり地形分布図

の重ね合わせからその地形的特性を明らかにしようと

している．年度初めに国土地理院より InSAR 時系列解

析結果が公開されたことから，東北地方を対象に変位

速度の大きな地すべり地形のピックアップを行った．

そこで示された場所の地形的特徴が，移動体表面の凹

凸度にあることを明らかにした．関連する研究として

以下のものがある． 
 ・山形県出羽山地周辺の対策済みの地すべり指定地で

は，新たな変位が現れておらず対策が効果を現してい

ることを示した． 
・高精度放射性炭素年代測定による地すべり堆積物の堆

積年代を長野県大海川流域で明らかにすることで岩石

なだれ発生時期を明らかにした．  

講演発表： 
15-1)日本地すべり学

会東北支部 
15-2) 日本地理学会 
15-3) 日本地すべり

学会 
15-4)日本応用地質学

会 
15-5) World land-slide 
Forum 6 
15-6) 砂防学会 
 
論文： 
15-7) AGS Springer 



 

 16）ネパール・ヒ

マラヤ中間山地

帯の地すべり地

形分布図の作成 

1) ネパール･カトマンドゥ盆地周辺の地すべり地形分布図

作成 
・写真判読を完了したカトマンドゥ盆地周辺の 1/2.5 万地

形図 12 図幅分について画像取り込みと座標付けを完了

した．しかし，個々の地すべり地形のデジタル化はいま

だ着手できていない. 
・カトマンドゥ盆地から 50km 北西に位置するグンサコッ

ト村周辺で，数十億立米の大規模地すべりが閉塞するこ

とで堆積した地すべり湖沼堆積物を採取できた．これを

高精度年代測定することで大規模地すべりの発生時期を

明らかに出来る道筋がついた． 
・その他，分担者として参加している東部ネパールの活断

層露頭剥ぎ取り調査に同行し，活断層資料収集を行った． 
・ネパール・ラムジュン郡の高ヒマラヤ地域における D-

InSAR 解析を用いた地すべり性地表変動の観測結果が日

本地すべり学会誌掲載された． 
・ネパール中部の高位地形面に関する OSL 年代測定結果

が地球環境研究に掲載された． 

発表： 
16-1) 日本地理学会 
16-2) JpGU 
16-3) 日本地すべり

学会 
 
 

 17）岩盤構造物の

性能評価に関す

る研究 

1)  トンネル、地下空洞、ダムなどの社会基盤構造物の機能

の維持管理は社会的課題となっている。一方、地下空間

の新たな利用として計画されている高レベル放射性廃

棄物地層処分では、超長期の性能評価の基礎となる岩

盤の力学的安定性は重要な課題である。さらに近年の

大地震においては建築物とともにトンネルや斜面等に

も大きな被害を生じており、岩盤構造物の耐震性評価

も重要な検討課題となっている。 
2)  このような課題へ対応するためには、岩盤の不連続性

に起因する力学特性の不確実性を念頭に置いた総合

的、工学的評価が必要となる。本研究は、岩盤構造物に

求められる性能、機能の合理的評価手法を提案するこ

とを目的とし、不連続性に起因する様々な不確実性が

構造物や施設の性能に及ぼす影響について検討し以下

を実施した。 
3)  被害事例に基づいた山岳トンネルの耐震性の評価 
4)  不連続性岩盤斜面の安定性評価手法における課題の検

討 
 

論文： 
17-1) 深田研年報 
学会発表： 
17-2) 土木学会年次

学術講演会 
17-3) 日本地震工学

会学シンポジウム 
17-4) 岩盤力学に関

するシンポジウム 
17-5) 15th ISRM 
Congress 2023 
分担執筆： 
17-6）土木学会 

物

理

探

査

と

岩

盤

工

学

に

関

す

る

研
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18）不連続性岩盤

内における流体・

物質移動現象の

定量的評価技術

に関する研究 

本研究課題では，岩盤内の地下水・物質移行現象の定量

的評価に資するため，最新の機械学習研究やセンシング技

術を用いたアプローチを開発した． 
1)  みずみち構造のキャラクタライゼーション 

近年，医療や自動運転などの分野で用いられている，

機械学習による画像認識技術（マルチクラスマイグ

レーション）を用いて，X 線CT 画像から開口度の異

なる亀裂を区別して自動抽出する技術を開発した．  
2)  みずみち検出技術に関する研究 

ボーリング孔内を自律的に沈降・浮上しながら，岩盤

内のみずみちからの地下水の出入りに伴う電導度・

温度・水圧を測定できる浮遊型プローブを作成し。 
3)  岩石トレーサー試験技術の研究 

放射性廃棄物処分場周辺で想定される極低流速条件

を再現した「室内岩石トレーサー試験」を開発し性能

確認を行った． 

論文／雑誌： 
18-1) 深田研年報 
 
書籍： 
18-2) 「土木技術者の

ための岩盤力学（基礎

編）」（共著） 
 
学会発表： 
18-3) MIRU2023 
18-4) 岩盤力学に関す

るシンポジウム 
18-5) 岩盤力学に関す

るシンポジウム 



 

4)  花崗岩の鉱物分布モデル生成方法の研究 
μX 線 CT と機械学習を組み合わせた花崗岩の鉱物

分布評価手法を開発した． 
19）超高精度微
量ガス測定技術
の地質工学およ
び産業分野での
活用に関する研
究 

本研究課題では，大気中微量ガスの高精度検知技術（キ

ャビティリングダウン分光法：CRDS 法）の断層調査や地

下資源探査への適用を目指した研究を実施した．  
1) メタンアノマリに基づく地下構造評価に関する研究 
・ 山形県庄内平野東縁断層帯を対象とした現地測定を実

施し，青沢断層群からの有意なメタン滲出を確認した．  
・ 米国ローレンスバークレー国立研究所（LBNL）と共同

で実施したサンアンドレアス断層における現地測定

で，断層周辺からの有意なメタン滲出を確認した．  
・ 地表におけるガス滲出量を簡易かつ高精度に測定でき

る新たな測定手法を考案し，室内試験や現場測定に利

用し，適用性を確認した． 

学会発表 
19-1）石油技術協会 
19-2）AGU  
19-3）石油技術協会 
19-4）JpGU 

20）コア変形法の

高度化と岩石物

性に関する研究 

岩盤応力評価法として開発したコア変形法の高度化と

岩石物性に関する以下の課題について研究を進めた． 
1）コア変形法の高度化 

NEDO の地熱開発フェーズ 2 に関する公募研究に参

画し，二重応力解放コア変形法の実用化に向けた二重

コアツールの改良，実証実験を行った． 
産総研が南海トラフ沿いの地殻活動のモニタリング

のために掘削したひずみ計設置孔のコアを借用しコ

ア変形法を適用した． 
韓国海洋大の研究者とコア変形法の韓国への適用拡

大について協議を始めた． 
2）岩石物性に関する研究 

コアの Q 値測定や圧裂異方性試験に関して若手技術

者に技術指導を行った．  
3）岩盤応力データのとりまとめ 

ロックストレス委員会で収集した岩盤応力測定デー

タを取りまとめて年報に投稿した． 

論文： 
20-1) 深田研年報 24 
 
学会発表： 
20-2）資源素材学会 
20-3）JpGU 

21）原位置岩盤応

力測定法の高度

化および地殻応

力の評価に 
に関する研究 

1）岩盤応力測定法の高度化 
 国プロ（原環センター，2020～2024）「下向き円錐孔壁

ひずみ法の開発」の内，新たに開発した“円錐孔壁ひ

ずみゲージ”，“貼付装置とデータロガー”，“解析プロ

グラム”を用いての現場実証試験（六ヶ所）を行った． 
 JOGMEC プロジェクト「水圧破砕試験時におけるき裂

進展の可視化に関する研究」成果をとりまとめた． 
 NEDO プロジェクト（2021～2024）「二重応力解放コア

変形法の開発」の内，ツールスの改良と実証実験（北

上，神岡）を行った． 

学会発表： 
21-1) ISRM2023 
21-2) 地盤工学研究発

表会 
21-3)～6） AGU2023 
 
論文： 
21-7) 深田研年報 

22）機械学習と統

計を用いた探査

データの解釈に

ついての基礎的

研究 

 GPR データを用いて反射異常のクラスタからを容易に

判別できるようオブジェクトとしてとらえる表現方法

を作成し発表した（JpGU2023） 
 機械学習のうち生成モデルを用い、反射異常を実質的

に正答ラベルの教師なしに判別する手法を開発しフィ

ージビリティ結果を EAGE Data Science にて発表を行

った。 

学会発表： 
22-1) JpGU2023 
22-2) EAGE Data 
Science 



 

23）物理探査手法

の数値モデリン

グに関する基礎

的研究 

 GPU と機械学習手法を用いた数値シミュレーション手

法について着手した。 
学会発表： 
なし 

24）岩盤挙動予測

へのデータ同化

手法の適用に関

する研究 

地山やトンネル支保の変位、応力、塑性域などの現在お

よび将来の状態を、それまでに得られた計測データを利用

して推定し、予測に役立てることが検討するため、計測結

果に基づきモデルを更新するデータ同化を利用した地下

構造物の掘削解析手法の適用について研究推進する。 
1) データ同化手法の構築・整備 
 地盤・岩盤挙動の解析ソフト PLAXIS3D（３次元非線

形 FEM ソフト）を導入し、ベンチマークテストを実

施。 
 データ同化手法として PDAF（オープンソース）のプ

ログラムを導入し、ベンチマークテストを実施。 
 上記 2 種類のソフト（PLAXIS3D と PDAF）を連携制

御させるシステムを Python スクリプトで構築中。 

学会発表： 
24-1) 土木学会 第 26
回応用力学シンポジ

ウム 
24-2) 15th ISRM 
Congress 2023 

石

油

・

ガ

ス

資

源

開

発
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関

す
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25）二酸化炭素の

地中貯留や石油

増進回収技術に

おける基礎的検

討 

脱炭素の動きは一層進んでおり、CCS や CO2-EOR 技術

の活用が世界的に進行している。これらに関して以下の様

な課題に関して研究を進めた。 
1)  分子動力学シミュレーション手法を利用し、デジタル

オイルの解析を進めた。本研究は東京大学大学院工学

系研究科システム創成学専攻の辻健教授と共同で進め

ている。CO2 を油田に圧入すると油との混和状態にな

るが、その条件を求めるための分子動力学を資料した

手法を提案した。 
2)  CCS 技術開発に関しては、経産省や環境省の委員会委

員を通じて、広く意見を述べており、本年もいくつかの

講演活動を行った。 
機械学習の手法は非常に広範囲な適用分野を持ってお

り、資源開発においても利用の幅が拡大している。特に近

年注目されている手法として PINN（物理情報に基づくニ

ューラルネットワーク）と呼ばれる方法が、シミュレーシ

ョンツールとして開発されている。本年度はこの手法に関

して考察を行った 

論文： 
25-1) 深田研年報 24 
25-2) Fuel 
25-3) Energy & Fuels 
25-4) Fuel 
25-5) Petroleum 
Research 
 
学会発表： 
25-6) 石油技術協会 
25-7) 石油技術協会 
25-8)  AGU Fall 
Meeting 
25-9) 物理探査学会 
25-10) 物理探査学会 
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（2）研究報告書の刊行 

2022 年度の研究成果を深田地質研究所年報(No.24)として取りまとめ 2023 年 12 月に発刊した．著者及

び論文・報告のタイトルは以下のとおりである． 

 

著者 論文・報告のタイトル 

横山俊治 3 次元地質モデルと転石を利用した地表地質踏査 

横山幸也 AE のカイザー効果を利用した初期地圧測定法 ―いくつかの研究課題― 

千木良雅弘・金子 誠 西オーストラリア Wave Rock（ウェーブロック）の地質と地形 

千木良雅弘 対馬市内山花崗岩体のルーフ直下の柱状節理とその下位の塊状部 

木村克己・八木浩司 紀伊山地上空から捉えた付加体の地質構造と山岳地形 

木村克己 
文京区本駒込周辺の地形を読み解く：本郷台の成り立ちと洪水・地震ハザ

ード 

木村克己・金子 誠 ドローンが捉えた北山峡の岩壁と地質 

石井輝秋・金子 誠・

平野直人・町田嗣樹・

秋澤紀克 

プチスポットパイプのライザーレス掘削で海洋マントル採取に挑む ―地

球深部探査船「ちきゅう」による新モホール計画― 

亀村勝美 
岩盤構造物の性能評価における課題 ―不連続性岩盤斜面の動的安定性評

価の現状と課題― 

岡崎浩子・中里裕臣・

田村 亨・本郷美佐緒 
常総台地東部の中・上部更新統下総層群の堆積相とそこに含まれる花粉化

石群集の例（予報） 
中里裕臣・岩本直哉・

上田脩郎・岡崎浩子・

千木良雅弘 
千葉県屏風ケ浦の 3D 写真測量データにおける犬吠層群テフラ分布 

下茂道人 機械学習による X 線 CT 画像からの亀裂の自動抽出 

松岡俊文 物理情報に基づくニューラルネットワークの利用可能性 

松澤 真 長野県辰野町における土砂災害に関する防災勉強会 

村宮悠介 2022 年度の研究活動報告：特にコンクリーション研究について 

相場大佑 
“街中古生物学” ―建築石材中のアンモナイト類化石の古生物学的観察・

考察― 

磯 真一郎 
深田地質研究所研修ホールへのハイブリッド会議システムの導入報告 

―より柔軟に，より多くの方とのコミュニケーションを可能に― 
船戸明雄・伊藤高敏・

横山幸也・坂口清敏 「ロックストレス研究委員会」報告 

 



 

（3）研究委員会 

2023 年度は，下記の研究委員会を組織し活動した． 

１）深田研地殻応力経年変化研究委員会 

目的：南海および東南海地域において，地殻応力を継続的に計測することにより大規模地震と地

殻応力変化の関係を把握し，地震防災に寄与するためのデータを得ること． 

研究テーマ： 

1) 南海トラフに近い陸域の深部における岩盤応力の継続測定． 

2) 他機関から公開されている地球科学的観測データ等を踏まえた地殻応力変化についての

考察． 

委員構成：委員長：坂口清敏（東北大学准教授），幹事：横山幸也，船戸明雄，委員：小川浩

司，伊藤孝，顧問：伊藤高敏 

2023 年度の活動内容： 

・第一回の委員会を開催し活動方針，今後の計画等を協議した． 

・原位置測定候補の新豊根発電所を視察し，具体的な測定計画について電源開発と協議した

が実施困難として断念． 

 

２）高精度微量ガス測定技術を用いた各種探査に関する研究委員会 

目的：下記の活動を通じ，CRDS 方式による超高精度微量ガス測定技術の地質工学および産業分

野への活用をめざす． 

研究テーマ： 

1)  CRDS 方式による最新の大気中微量ガス測定技術に関する情報収集を行う 

2)  活断層地域，天然ガス田などで大気中微量ガスデータの収集を行い，測定精度や地質構   

造との整合性などを研究委員会において議論する． 

3)  同技術の各種探査への適用性に関する知見を，学会，ジャーナル等で発表すると共に，

大学，研究所，企業等に対して活用・普及を促すための活動を行う． 

委員構成：委員長：徳永朋祥（東京大学教授），幹事：下茂道人，委員 10 名，アドバイザ 1 名 

2023 年度の活動内容： 

 現地測定を 7 回（国内，国外）実施するとともに，研究委員会を 3 回開催（7/6，9/26, 

1/26）し、現地測定結果に関する討議、最新技術について情報共有した。 

 本研究は，深田研・東京大学・日本原子力研究開発機構三者共同研究，深田研・LBNL

共同研究などの枠組みを通じて，関係機関と連携して実施した． 

 

2. 普及事業 

 

2.1深田研談話会の開催 

 深田研談話会は，地質学およびその関連分野における先端的研究者と，地質・地質工学関係の，とくに

若手技術者との相互交流の場を設け，交流を通して応用地質学の実践と技術の向上を図ることを目的とし

て，1993 年 4 月から開催している．2023年度は，下記の深田研談話会を開催した． 

 ＜第 198回深田研談話会＞ 



 

 ・日時：2023年 7月 24日（月）15；00～16：30 

・テーマ：跡倉ナップから探る日本列島の地体構造 

 ・講師：高木秀雄氏（早稲田大学教育・総合科学学術 教授） 

 ・参加者数：会場参加（14名），オンライン参加（165名） 

 ＜第 199回深田研談話会＞ 

 ・日時：2023年 11月 10日（金）15：00～16：30 

 ・テーマ：プチスポット海底火山 

 ・講師：平野直人氏（東北大学東北アジア研究センター基礎研究部門 准教授） 

 ・参加者数：会場参加（11名），オンライン参加（136名） 

 ＜第 200回深田研談話会＞ 

 ・日時：2024年 1月 26日（金）15：00～16：30 

 ・テーマ：謎の海底隆起？！地すべりがつくるノンテクトニック地質構造 

 ・講師：田近 淳氏（株式会社ドーコン 環境事業本部） 

 ・参加者数：会場参加（22名），オンライン参加（310名） 

  

2.2「深田研一般公開 2023」の開催 

 10月 22日（日）10：00～16：00に，深田研一般公開 2023を開催した．参加者は，199名で，内容の

詳細は下記のとおりである．内容の詳細は下記のとおりである． 

１） 深田研ラボツアー～のぞき見！アンモナイト研究の舞台裏 

事前申込により，各回定員５名で，４回実施． 

２） 体験学習 

・作って楽しむアンモナイトアクセサリー 

  事前申込により，各回定員４名で，５回実施 

・地層を見よう，作ろう 

  事前申込不要，定員なし（材料がなくなるまで），午前と午後２回実施 

３） 実演 

・目で見る地形の変化 

・花崗岩の奇岩 

・３Dプリンタ実演 

・自分で気軽に地図をつくってみよう！ 

４） 展示 

・ジオ鉄関連展示 

・深田研化石コレクション 

・世界のクリノコンパス 

・研究所の活動紹介 

参加者は，199名で，アンケート集計によると，今年度の一般公開の参加者の 49％は，文京区

在住者で，68％が，初めての参加だった．内容については，「とてもよかった」65％，「よかっ

た」32％で，「あまりよくない」「よくない」は 0％だった． 

 



 

2.3 深田地質研究所ニュースの発行 

 深田研ニュースは，2 ヶ月に一度，8～24 ページの小冊子を印刷し，研究所の事業の現況，開催 行事

の案内，海外で開催された学会等への参加報告，専門分野における研究や技術に関連するトピ ックスな

どの紹介などを行っている．2023年度は，下記のとおり発行した． 

<No.182 2023年 4月 ， 28ページ> 

・2022年度「深田賞」受賞者（船戸明雄） 

・2022年度「深田賞」授賞式及び記念講演（松澤 真） 

・深田研 千葉・茨城巡検報告（岡崎浩子） 

・スイスアルプスでの重力変形斜面のトレンチ調査（千木良雅弘） 

・美術館で化石探し＆アンモナイトアクセサリー作り（藤田勝代） 

・連載 四国山地は尾根から裂ける（横山俊治） 

   15．山向き小崖がつくる変動地形－事例：徳島県名頃から三嶺に至る尾根－ 

<No.183 2023年 5月 ，12ページ> 

・2023年度事業計画について（高木孝枝・横山幸也） 

・新入研究員ご紹介（相場大佑） 

・2023年度「深田賞」の募集を開始しました（船戸明雄） 

・2023年度深田研究助成の採択者 

・2023年度深田野外調査助成 

・連載 四国山地は尾根から裂ける（横山俊治） 

   16．四国島の線状凹地の発生を規制する地形と誘因 

<No.184 2023年 7月 ，24ページ> 

・2022年度事業報告（高木孝枝・横山幸也） 

・2023年度組織体制について（船戸明雄） 

・2023年度深田研研究成果報告会 報告（磯 真一郎） 

・宮城県利府町で，アンモナイトアクセサリーイベント（高木孝枝・藤田勝代） 

・ローレンスバークレー国立研究所への出張（下茂道人） 

・新しい常勤職員のご紹介（奥野哲夫） 

・深田研図書室に寄贈されました 

・連載 四国山地は尾根から裂ける（横山俊治） 

   17．四国島の線状凹地の発生の前兆現象となりえたか 

・深田研 山形巡検報告（八木浩司） 

・深田研一般公開 2023のお知らせ 

<No.185 2023年 9月 ，28ページ> 

・第 1回深田研講座「災害地質学」の開催（松澤 真） 

・岐阜県瑞浪市化石博物館「夏の化石教室」（村宮悠介） 

・深田研談話会（第 198回） 

・海外出張報告１ 第 21回 INQUA Roma(2023年 7月 13－20日）参加報告（岡崎浩子） 

・海外出張報告２ オーストラリアに花崗岩の奇岩を追って（千木良雅弘：金子 誠） 

・連載 四国山地は尾根から裂ける（横山俊治） 



 

 18．尾根の線状凹地が付加体地すべりの滑落崖に発展－事例：高知県高岡郡谷ノ内地すべり‐ 

・深田研一般公開 2023のお知らせ 

<No.186 2023年 11月 ，28ページ> 

・深田研 一般公開 2023を開催しました！！ 

・2023年度「深田賞」受賞者（船戸明雄） 

・岡崎客員研究員が，日本堆積学会功労賞を受賞しました 

・第 15回地球惑星フォトコンテント「ジオ鉄写真賞」募集中！ 

・ブッダが悟りに至ったインド・ビハール州 Rajgir Hillの地形と地質（八木浩司） 

・書評：『現場で熱を感じ探る火山の仕組み』宇井忠英著 （鈴木桂子） 

・海外出張報告１ ザルツブルグでの国際会議 ISRM2023に参加して（横山幸也） 

・海外出張報告２ ISRM2023に参加して（亀村勝美） 

・出張報告３ EAEG Workshop on Data Science-Fundamentals to Opportunities（クアラルンプ 

ール）データサイエンスと地球科学の融合の場（磯 真一郎） 

・実物化石の貸出 

<No.187 2024年 1月 ，28ページ> 

・新年ご挨拶（千木良雅弘） 

・深田研談話会（第 199回） 

・深田研究所年報第 24号（2023年度）発行について 

・美術館で化石さがし＆アンモナイトアクセサリー作り（藤田勝代） 

・2023年度深田賞授賞式及び記念講演の報告（磯 真一郎） 

・連載 四国山地は尾根から裂ける（横山俊治） 

    19．谷向き小崖が付加体地すべりに成長する地質条件 

－事例：高知県いの町打木地すべり－ 

・海外出張報告１ 第 6回 World Landslide Forun（イタリア フローレンス）出張報告（八木

浩司・松澤 真） 

・海外出張報告２ 2023年 AGU Fall Meeting 他への出張（下茂道人・横山幸也） 

・2024年度深田野外調査助成の募集を開始します！ 

<No.188 2024年 3月 ，16ページ> 

・2024年度事業計画について（高木孝枝・横山幸也） 

・深田研談話会（第 200回） 

・2024年能登半島地震にともなう地盤災害調査報告（八木浩司） 

・連載 四国山地は尾根から裂ける（横山俊治） 

    20．深層崩壊と線状凹地－事例：高知県東洋町の池山崩壊－ 

・深田地質研究所ニュース バックナンバーご案内 

 

  

  



 

2.4アウトリーチ活動 

一般の人々に，地球科学についての知識を広め，理解を深めていただくことを目的に，以下のアウトリ

ーチ活動を行った． 

1）ジオ鉄をテーマとした地球科学の普及 

・5月 12日 13:30～15:00，四国地質調査業協会令和 5年度第 1回技術講習会において，「地質技術

者に必要な地質のみかたと役立つ技術・基礎知識－（3回目）ジオ鉄®目線でみる四国の地質・地

形と鉄道－」のタイトルで，横山俊治氏が講演を行った．参加者は，オンライン 102名，会場参

加 41名）,【利用許諾番号 230511】 

・第 14 回惑星地球フォトコンテストジオ鉄賞に磯部忠義の「日南海岸の洗濯岩」が選出された．

（日本地質学会 News，vol.26，no.6，表紙および p.12．講評・地質解説：深田研ジオ鉄委員会 

藤田勝代） 

・7月 28日～7月 29日に開催された「 第 68回 2023オンライン・東京都大塚大会：持続可能な地

域づくりと私たち～震災に強いまちづくり（関東大震災から 100年）～ 」（主催：全国地理教育

研究会，後援：文部科学省、東京都教育委員会）に下記の資料提供を行った． 

ジオルジュ 2021年前期号および三陸鉄道ジオ鉄マップを深田研ジオ鉄普及委員会から提供協力し

た．【利用許諾番号 230512】 

また，同大会に，『深田研ライブラリーno.140 関東大震災を知る－歴史がつむぐ地震防災－

（講師：武村雅之）』を 5部寄贈した． 

・10月に，独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構と「ジオツーリズムの理念を取り入れた

北陸新幹線（金沢・敦賀間）に係る広報資料作成業務」の協定を締結し，実施は，深田研ジオ鉄

普及員会が担当することとした．協定期間は，2025年 3月末日まで． 

・上記協定にともない，11月 8日から 12日にかけて，深田研ジオ鉄普及委員会のメンバーが，北陸

新幹線沿線ジオ鉄調査を行った． 

・深田研一般公開 2023において，「ジオ鉄関連展示」を行った． 

藤田勝代（深田研ジオ鉄普及員会幹事），横山俊治（深田研ジオ鉄普及委員会委員長），柏木健

司（富山大学），により活動 15年目を迎えるジオ鉄の取り組みを紹介した． 

・雑誌執筆：藤田勝代・今尾恵介・横山俊治・加藤弘徳・上野将司（2023）：ジオ鉄旅で楽しむ地

質と地形．小特集 地質の愉しみ方－食と旅と地質－，地質と調査，（一社）全国地質調査業協会

連合会，162，27-32．  

・雑誌執筆：藤田勝代（2023）：三陸鉄道ジオ鉄マップの制作背景とその後，岩の力学ニュース，

岩の力学連合会，no.149 

・深田研ジオ鉄普及委員会編（2024）：北陸新幹線沿線（金沢～敦賀）のジオ鉄を楽しむ‐予告編

‐北陸新幹線 金沢‐敦賀間 開業試乗会受付配付記念品，独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備

支援機構（JRTT），A4両面カラー．【利用許諾番号 231213】北陸新幹線 金沢‐敦賀間 開業試乗

会（2024/2/1～2/19実施）参加者へ記念品の一部として配付された． 

・一般社団法人日本地質学会主催 第 15回惑星地球フォトコンテストの後援を行った． 

11月～1月に，ジオ鉄公式ホームページ「ジオ鉄®Web」のほか，深田研ニュース no.186，雑誌

「鉄道ジャーナル」no.688で，ジオ鉄写真の作品募集を行った．2月に，選考および審査会が行

なわれ．10回目となるジオ鉄賞は「夜明けの大山」，佳作「宍道湖畔を駆ける最後の国鉄型特



 

急」が決定した．入選作品は 3-4月公表予定．入選以上の作品は 2024年 5月以降に作品展示会予

定である． 

 

2）作って楽しむアンモナイトアクセサリー-化石レプリカの簡易作成方法と地学教育普及活動- 

・4月 29日に，宮城県利府町文化交流センター（通称リフノス）の依頼で，藤田勝代主任研究員が    

講師になり，「リフノスはるフェスタ」に参加した．当日は，定員の 24名が体験した． 

・8月 26日に，名古屋市千種区の古川美術館で開催された「美術館で化石さがし＆アンモナイトア

クセサリー（主催：古川美術館，協力：公益財団法人深田地質研究所，中部復建株式会社）」の

講師を委嘱された．ワークショップ講師：足立守（名古屋大名誉教授），藤田勝代（深田研主任

研究員），永津めぐみ（中部復建主任技師）．参加者は，小学生 21名． 

・深田研一般公開 2023の体験学習で，「作って楽しむアンモナイトアクセサリー」を行った．参加

者は，21名． 

3) 実物化石貸出による理科授業支援 

・電源開発株式会社大間現地本部にアンモナイト標本 Zelandites sp. and other fossils  (標本番

号 FGI-F009)を貸出し，その標本を机上教育として理科事業が実施された．今年の理科授業には，

中学生 18名，小学生 61名が参加したとの報告があった． 

 

2.5 深田研公式ホームページ 

当公式ホームページ（https://fukadaken.or.jp/）トップページの NEWS欄に，以下のトピックを掲載

した（ [ ]内の日付は掲載日）． 

深田地質研究所ニュースのバックナンバー更新[03月 29日] 

 古生物学に関するウェブコラム連載＃6のお知らせ[03月 29日] 

 2024年度任期付き研究員募集（3/31締切）[02月 05日] 

 2024年度「深田研究助成」受付終了[02月 03日] 

 古生物学に関するウェブコラム連載＃5のお知らせ[02月 02日] 

 深田地質研究所ニュースのバックナンバー更新[02月 02日] 

 深田地質研究所年報 no.24（最新号）PDF公開[01月 30日] 

 【世界初】ラマン分析で巨大球状コンクリーションから約 1000万年前の有機物を確認[01月 24日] 

 第 200回深田研談話会 1/26開催（終了しました）[12月 19日] 

 古生物学に関するウェブコラム連載＃4のお知らせ[12月 07日] 

 深田地質研究所ニュースのバックナンバー更新[12月 05日] 

 2024年度「深田研究助成」研究課題募集（2/2締切）[12月 01日] 

 アーカイブ動画配信のお知らせ【第 1回 深田研講座「災害地質学」】[11月 29日] 

 2023年度「深田賞」授賞式及び記念講演のご案内 11/29開催（終了しました）[11月 08日] 

 第 199回深田研談話会 11/10開催（終了しました）[10月 10日] 

 深田地質研究所ニュースのバックナンバー更新[10月 05日] 

 古生物学に関するウェブコラム連載＃３のお知らせ[10月 04日] 

 2023年度「深田賞」選考結果[10月 02日] 

 2022年度「深田研究助成」研究報告書概要 PDF公開[09月 25日] 

 深田研 一般公開 2023 のお知らせ 10/22開催[09月 15日] 

https://fukadaken.or.jp/


 

 深田地質研究所ニュースのバックナンバー更新[08月 04日] 

 古生物学に関するウェブコラム連載＃２のお知らせ[07月 27日] 

 第 198回深田研談話会 7/24開催（終了しました）[07月 18日] 

 「組織および役員」更新[07月 03日] 

 2023年度「深田賞」受付終了[07月 01日] 

 2023年度 研究成果報告会のご案内 6/30開催（終了しました）[06月 23日] 

 第 1回 深田研講座「災害地質学」7/7開催（終了しました）[06月 19日] 

 深田地質研究所ニュースのバックナンバー更新[06月 09日] 

 古生物学に関するウェブコラム連載のお知らせ[06月 07日] 

 花崗岩の岩塔と花崗岩体との関係に関する論文出版[06月 02日] 

 2023年度「深田野外調査助成」選考結果[05月 29日] 

 深田地質研究所ニュースのバックナンバー更新[05月 09日] 

 「研究員紹介」更新[05月 08日] 

 2023年度「深田研究助成」選考結果[04月 25日] 

 謎の古生物「タリーモンスター」に関する論文出版[04月 19日] 

 2023年度「深田野外調査助成」受付終了[04月 15日] 

 2023年度「深田賞」募集（6/30締切）[04月 01日] 

 「研究員紹介」更新[04月 01日] 

 

2.6深田研図書室関係 

・10月 24日，藤田主任研究員が，第 25回図書館総合展 2023（主催：図書館総合展運営委員会，会

場：パシフィコ横浜）にて図書システムや資料保存事業を扱う出展業者ブースを訪問し，情報収集

を行った． 

・オフィス家具搬出・搬入等 

① 搬出：３連ロッカー×１、デスク×１、椅子×２（階段下仮置） 

② 搬入：マップケース（大）×１、雑誌架（小）×１ほか） 

・故大八木規夫特別研究員関係の整理業務 

個人ロッカー整頓・清掃、デスク周り・書棚資料仮移動 

・図書室内の資料整理 

・図書室資料検索など問い合わせ対応 所内外５件 

・寄贈図書（献本） ２冊 

・そのほか：図書室の利用相談など 

 

2.7その他の普及事業 

・第 2回アジア古生物会議（APC2:2nd Asian Palaeontological Congress, Tokyo）の HP

（https://www.apc2.org/）において，深田研ホームページバナー広告掲載を行った． 

同会議は，東京大学伊藤謝恩ホールで，2023年 8月 3日～7日開催され，参加国 24ケ国，参加者 400

名以上，基調講演 6件，口頭発表 252件，ポスター発表 91件，巡検参加 79名であった．バナー掲載

期間は，2023年 7月 11日-8月 7日.なお， Final Circular(p.25)に協力団体として深田研が掲載さ

れた． 

https://www.apc2.org/


 

・千木良雅弘理事長が，震生湖についてテレビ朝日の取材をうけた． 

 その模様が，「関東大震災 100年‐土砂災害が作った湖からの警告『すべる地層が関東一円に』」と

して，8月 31日のテレビ朝日系ニュース番組でオンエアされた． 

 

3. 育成事業 

3.1第 1回深田研講座 

以下のように第 1回の講座を 7月 7日に実施した． 

 講師：千木良雅弘 

 講義標題：災害地質学（10:00～16:30，受講者 450名オンラインのみ） 

3.2 外部での講義 

 講師：千木良雅弘（理事長） 

講義標題：防災工学（早稲田大学，1コマ） 

Geohazard Information for Disaster Risk Assessment（Malaysia-Japan International 

Institute of Technology） 

 講師：八木浩司（客員研究員） 

講義標題：鳥類を指標としたジオパーク（第 9回東北ジオパーク学術研究者会議） 

3.3 野外実習 

 講師：八木浩司（客員研究員） 

 実習標題：地形学者と植物学者と歩く角川（月山ファーラム”月山”に学び，地域を知る講座，山

形県戸沢村） 

 

4. 助成・顕彰事業 

4.1助成事業 

1）2023年度深田研究助成 

  18件の応募があり，そのうち 12件の研究課題を採択し，総額 5,392,500 円の助成を行った（別表

1）． 

2）2023年度深田野外調査助成 

  56件の応募があり，うち 20件の野外調査を採択し，総額 3,000,000円の助成を行った（別表 2）． 

 

4.2顕彰事業 

1）2023年度「深田賞」 

受賞者は， 大島 洋志 氏（国際航業株式会社 最高技術顧問）に決定し，11月 29日，授与式及

び記念講演会を開催した． 

 

  



 

別表１ 2023 年度深田研究助成採択者一覧 

研究（調査）課題名 氏名 所属／職名 助成額（円） 

後期古生代氷河期におけるパンサラッサ遠洋

域の寒冷化と海洋循環の転換：海山型石灰岩

の炭素同位体変動と造礁生物相による検討 
中村 拓 

新潟大学大学院自然科学

研究科／博士前期（修士）

課程 1 年 
425,000 

地質構造解析による前弧海盆の隆起メカニズ

ム解明 吉本 剛瑠 神戸大学理学研究科／修

士課程 1 年 450,000 

プチスポット火山産捕獲岩による疑似モホー

ル計画：地殻由来－マントル由来捕獲岩の統

合的解析 
三國 和音 東北大学大学院理学研究

科／博士課程前期 2 年 420,000 

氷期－間氷期変動の成立期における高精度複

合年代層序の構築 小西 拓海 
茨城大学大学院理工学研

究科／博士後期課程 1 年

次 
461,500 

白亜系蝦夷層群の渦鞭毛藻シスト化石生層序

と白亜紀古環境変動 都丸 大河 東北大学理学研究科／博

士前期課程 1 年 500,000 

浅海域に保存されるイベント堆積物の同定手

法の検討 横山  由香 東海大学海洋学部海洋理

工学科／特任助教 496,000 

東南アジアにおける西暦 200-1200 年周辺の

古地磁気強度変動の解明 北原 優 
岡山理科大学フロンティ

ア理工学研究所／日本学

術振興会 特別研究員 PD 
450,000 

低コヒーレンスドップラーライダーによる土

壌由来ダストの飛散ダイナミクス計測 大久保 洸祐 千葉大学院融合理工学府

／博士 1 年 500,000 

海食崖前面の風成砂丘における砂移動に関す

る研究 辛 翔 大阪大学大学院工学研究

科／博士後期課程 1 年 350,000 

過去の斜面崩壊と平成 30 年北海道胆振東部

地震で発生したテフラ層すべりの地形・地質

的類似性の検討 
宇佐見 星弥 

地方独立行政法人北海道

立総合研究機構／研究職

員 
500,000 

過去と現在における手取川流砂系の沿岸漂砂

の移動把握 蜜澤 岳 
石川県立大学大学院生物

資源環境学研究科／修士

2 年 
480,000 

含水量測定に基づく新島向山火山の海域噴火

活動の研究 中岡 礼奈 神戸大学海洋底探査セン

ター／助教 360,000 

  



 

別表２ 2023年度深田野外調査助成採択者一覧 

申請者 所属先 調査名 
 

佐藤 瑠晟 京都大学大学院 ドローン撮影による 3 次元岩相モデルの自動構築法の開発  

中村 璃子 高知大学大学院 西南日本外帯の新生界硯石（粘板岩）調査：硯材形成の地質学

的共通プロセスの解明 
 

小林 颯 新潟大学 福島県磐梯山周辺における岩屑なだれ堆積物の地質調査   

隅田 匠 山口大学大学院 高知県高岡郡四万十町興津地域に産する興津メランジュの露

頭調査及びプレート境界断層露頭調査 
 

菅原 菜々美 新潟大学 北海道浦河町元浦川上流地域の日高変成帯の野外調査   

市村 駿汰 名古屋大学大学院 宮崎県上村層の貝化石を用いたペルム紀末大量絶滅と海洋酸

性化の研究 
 

安西 剣太 島根大学大学院 愛媛県猿田川地域の三波川変成岩の変成履歴と上昇テクトニ

クスの検討 
 

黄木 陽人 熊本大学大学院 北海道古丹別地域の上部蝦夷層群層群羽幌川層の放散虫化石

層序．  
 

濵野 百音 筑波大学 南アルプスの崩壊地内における土砂生産と土砂堆積の解明に

向けた高精度ドローン測量 
 

髙橋 啓太 新潟大学大学院  新潟県糸魚川市青海地域の飛騨外縁帯ペルム系小滝層の露頭

調査  
 

飯澤 彩羽 山口大学 海を渡った火砕流（幸屋火砕流）の定置温度の検討のための調

査 
 

上谷 駿斗 
大阪公立大学大学

院 
鹿児島県内に分布する西之表テフラのサージ堆積物と鬼界カ

ルデラ近傍の長瀬火砕流堆積物との比較調査 
 

金子 稜 信州大学大学院 宮崎県串間市都井の沿岸低地での津波堆積物に関する掘削調

査 
 

吉部 もも 東北大学大学院 北大東島の地表に分布するサンゴ礁堆積物の踏査および試料

採取 
 

森 俊輔 広島大学大学院 広島県太田川流域氾濫原の微地形成因に関する研究  

宗近 俊祐 広島大学大学院 斑晶角閃石を用いた大山マグマの発生から噴火までの過程の

解明 
 

森北 那由多 北海道大学大学院 千島弧地下マントル温度条件制約のための，十勝岳玄武岩質噴

出物の露頭調査 
 

天野 遼祐 筑波大学大学院 北海道三笠地域の蝦夷層群三笠層における層序学的・古生物学

的調査 
 

三好 健太 九州大学大学院 
人形峠ウラン鉱山の表層地質環境と棲息する菌種の生態に関

する調査 
 

岡田 夏男 北海道大学大学院 秋田県横手市吉乃鉱山内の 3 次元プラットフォームモデル撮

影のための現地調査  
 

 

  



 

Ⅲ．管理活動 

 

１.寄附・会員状況 

 深田地質研究所では，当法人の公益事業活動を理解しご賛同いただける方々とより緊密な関係を築き，

公益的で社会に役立つような活動を持続的に発展させていくことを念頭に，寄附制度と会員制度を設けて

いる，2023年度の寄附，会員状況は以下のとおりである， 

（1）2023年度寄附金収入実績  

 ・使途特定 1件 10,000,000円 

（地盤に関する自然災害に対する研究活動：1件）10,000,000円 

・一般寄附 1件 3,000円 

（2）2023年度会員状況 

 ・普通会員 11名 

 ・賛助会員 1法人 

 

２.業務執行体制 

（１）役員に関する事項 

役職 氏名 就任年月日 備考 

代表理事(理事長) 千木良雅弘 2022年 6月 24日 常勤(兼)主席研究員 

代表理事(副理事長) 船戸 明雄 2022年 6月 24日 常勤(兼)主席研究員 

理事(常務理事） 髙木 孝枝 2022年 6月 24日 常勤(兼)総務部長 

理事(常務理事) 横山 幸也 2022年 6月 24日 常勤(兼)主席研究員 

理事 相澤 隆生 2022年 6月 24日  

理事 伊藤 孝 2022年 6月 24日  

理事 岩本 健 2022年 6月 24日  

理事 大友 幸子 2022年 6月 24日  

理事 長田 昌彦 2022年 6月 24日  

理事 高橋 亨 2022年 6月 24日  

理事 松田 博貴 2023年 6月 22日  

理事 村越 直美 2023年 6月 22日  

監事 西井  理 2022年 6月 24日  

監事 吉原 崇史 2023年 6月 22日 公認会計士 



 

（２）評議員に関する事項 

氏名 就任年月日 備考 

石田 毅 2023年 6月 22日  

岩﨑 恒明 2023年 6月 22日  

加藤 実 2023年 6月 22日  

金子勝比古 2023年 6月 22日  

小玉喜三郎 2023年 6月 22日  

須賀 康正 2023年 6月 22日  

鈴木 桂子 2023年 6月 22日  

田中 達吉 2023年 6月 22日  

寺田 賢二 2023年 6月 22日  

細野 高康 2023年 6月 22日  

山冨 二郎 2023年 6月 22日  

吉岡 直人 2023年 6月 22日  

 

（３）顧問に関する事項 

氏名 就任年月日 備考 

松岡 俊文 2022年 6月 24日 （兼）特別研究員 

亀村 勝美 2022年 6月 24日 (兼）特別研究員 

 

（４）職員に関する事項 

職務 氏名 担当業務 入所年月日 備考 

総務部事業担当課長（兼）研究部

主任研究員 

藤田 勝代 研究・事業 2002年 4月 1日  

総務部係長 髙津  史子 総務・会計 2015年 11月 1日  

総務部員 中倉 智子 総務・会計 2013年 9月 1日  

研究部長・上席研究員 磯 真一郎 研究・管理 2018年 4月 1日  

主査研究員 金子 誠 研究・事業 2018年 4月 1日  

研究員 相場 大佑 研究・事業 2023年 4月 1日  

研究員 村宮 悠介 研究・事業 2018年 4月 1日  

主席研究員 下茂 道人 研究 2014年 2月 1日  

管理部長(兼)上席研究員 奥野 哲夫 研究・管理 2023年 5月 1日  

特別研究員 亀村 勝美 研究 2020年 7月 1日 非常勤 

特別研究員 松岡 俊文 研究 2020年 7月 1日 非常勤 



 

特別研究員 横山  俊治 研究 2021年 4月 1日 非常勤 

客員研究員 岡﨑 浩子 研究 2022年 4月 1日 非常勤 

客員研究員 木村 克己 研究 2019年 4月 1日 非常勤 

客員研究員 八木 浩司 研究 2022年 4月 1日 非常勤 

 

３．評議員会・理事会 

 

会議の種別 開催年月日 目的事項 結果 

評

議

員 

会 

第 15回 

 

 

2023年 6月 22日 

 

報告事項：2023年度の新体制 

2023年度事業計画・予算 

     2023年度第１四半期の事業実施状況 

決議事項：2022年度事業報告 

     2022年度計算書類等 

  理事監事選任 

 

 

 

承認可決 

承認可決 

承認可決 

第 16回 2023年 6月 22日 報告事項：評議員と監事の選定 

決議事項：評議員会長の選出 

 

承認可決 

理

事

会 

 

第 55回 

 

2023年 6月 5日 報告事項：職務執行報告 

決議事項：2022年度事業報告 

     2022年度計算書類等 

     理事監事候補者選任 

     評議員会の日時・場所・目的 

     新規研究委員会設立 

 

承認可決 

承認可決 

承認可決 

承認可決 

承認可決 

第 56回 

 

2023年 9月 26日 報告事項：事業活動 

     財務状況 

決議事項：2023年度深田賞選考 

     応用地質株主総会における議決権行使 

 

 

承認可決 

承認可決 

第 57回 

 

2023年 12月 4日 報告事項：職務執行報告 

審議事項：2023度決算見込み及び次年度予算 

     2024年度金融資産運用計画 

     2024年度事業計画 

     規程類の改正 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

理

事

会 

第 58回 

 

 

2024年 3月 18日 

 

報告事項：事業活動 

     財務状況 

     役員等の任期 

     研究状況報告会及び次年度計画ヒアリング 

      職員の新規採用 

研究不正防止計画 

      応用地質株式会社株主総会議決権行使 

      電気料金 

      地質巡検（台湾） 

決議事項：2024年度事業計画 

     2024年度金融資産運用計画 

     2024年度役員報酬 

     規程類の制定・改正 

     2024年度収支予算 

     役員等のための保険契約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認可決 

承認可決 

承認可決 

承認可決 

承認可決 

承認可決 

 

附属明細書 

「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34条第 3項に規定する「事業報告の内容を補足

する重要な事項」は，特に無いため，当年度の附属明細書は作成しない， 

 

 


